
ミツ′ヾチ科学17(4):169-172
HoneybeeScience(1996)

福岡県におけるミツバチ研究の歩み

福岡県は,戦前から見渡す限りの田園にナタ

ネ,レンゲ等春の蜜源作物が咲きほこり,ミツ

バチの飼育者も多く,常に全国上位の飼育群数

を保持してきた.特に,戦時下から戦後の甘味

不足の時代に,当時の養蜂家は豊富な蜜源の開

花を背景にして,他の農業部門を上回る収益を

上げ,非常に恵まれた時代であった.

養蜂の有利性を背景に,福岡県種畜場 (現福

岡県農業総合試験場畜産研究所)に都府県では

唯一養蜂部門が設置され,業務が開始されたの

は1940年の春であった.当時の養蜂部門の業

務内容は,主として優良種蜂と女王蜂の育成配

布ならびに養蜂家に対する技術指導であった.

その後,農業の近代化にともなって畜産部門

においても経営規模が急速に拡大し,経営およ

び技術面での問題解決の需要が増加した.これ

らの要望に対応するため,福岡県種畜場は

1962年に試験研究機関に指定され,それまで

の種畜生産配布並びに技術指導から,試験研究

を中心とする業務に移行してきた.養蜂部門に

おいてもこれまでに表 1のとおり品種改良,餐

源植物関係,飼養管理技術等30数課題の多岐

にわたる試験研究に取り組んできたのでその概

要を紹介する.

1. 蜜源植物

1963年に-チミツの輸入が自由化されて,

外国から安価なハチミツが輸入されるようにな

ったことは,養蜂家にとって大きな打撃であっ

た.さらに,農業構造の変化や都市化など国土

開発が進み,有用な蜜源植物が年々減少してい

くなかで,養蜂業界では相互の利益を守るた

め,蜜源栽培面積に対応した蜂群の分布調整が
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必要となった.

1965-1970年に福岡県が実施したナタネ･

レンゲに対する適正放飼試験は,ミツバチの分

布調整を図る上での貴重な基礎資料となった.

また,農業基本法に基づく農業の選択的拡大に

よって,作付け面積が飛躍的に増えたミカン頬

は,他の蜜源植物が減少する中で貴重な蜜源と

なった.しかし,ミカン栽培農家はミツパテの

訪花によって,ミカンの品質が低下するのでは

ないかと危倶してミツバチの転飼を拒む向きが

あった.このため,1974-1976年に県園芸試

験場の協力で,ミカン園へのミツバチ放飼試験

を実施した (図1).その結果,たとえミツパテ

の過密な放飼であっても,ミカンに傷果および

病巣の発生がないことを明らかにした.

1982年に福岡県下で侵入していることが確

認されたアルファルファタコゾウムシにより,

1988年頃からレンゲで著しい被害が発生し,

レンゲからの採ミツが皆無となった.このタコ

ゾウムシ防除にあたって,健康食品であるハチ

ミツへの影響を考慮して農薬に依存しない防除

法が求められた.慣行栽培 (9月下旬～10月上

図 1 ミカン園でのミツバチ放飼試験
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表 1 福岡県で実施した養蜂に関する試験研究

課 題 名 研究年次

ナタネの花に対する収蜜性

スズメバチの集団毒殺

定飼蜂群の年間貯蜜量

抗病性ミツバチの能力比較

コードバン系 ミツバチの能力比較

ナタネの花に対する適正放飼群数

農薬の空中散布下におけるミツバチの被害

レンゲの花に対する適正放飼群数

スズメバチ捕獲器の性能比較

ミツバチへギイタダニの昏区除

イチゴのハウス栽培におけるミツバチの放飼

ミカンの花に対する蜂群の適正放飼

ミツバチがミカンの結実並びに品質に及ぼす影響

メロン-ウス栽培におけるミツバチ放飼

石油樹脂製巣箱の特性

ミツバチに対する異性化糖給与

土地の高度利用を目的とした蜜源植物と飼料作物の混播

による作付け体系

果樹園におけるミツバチの放飼

1)ナシ園における授粉効果

ミツバチのチョーク病様疾患に関する対策

ミツバチへギイタダニ駆除薬(バロテックス)の施用効果

果樹園におけるミツパチの放飼

2)カキ園における授粉効果

ハイブリッドミツバチの作出

1)-イブリッドミツバチ作出素材としての系統蜂群

の能力

2)ハイブリッドミツバチの能力とその特性

3)ミツバチ人工授精の実用化

レンゲ遅播きによるタコゾウムシの耕種的防除

ミツバチ精液の凍結保存方法

花粉媒介に適した異系統間ミツパテ

蜜源レンゲの遅播き用適品種

促成イチゴ栽培におけるミツバチの花粉媒介技術

1)イチゴ奇形果発生の原因解明

2)促成イチゴ栽培におけるミツバチの適正放飼
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旬)のレンゲ圃場は,タコゾウムシ成虫にとっ

てエサ場として,また繁殖の場として好適な場

所と考えられる.そこで,レンゲの遅播き (ll

月下旬～12月上旬)で冬期の生育量を制約し

た場合,どの程度発生と被害が回避されるか,

耕種的な面から検討を行った.その結果,遅播

きによって休眠明け成虫の圃場への侵入が抑え

られ,産卵密度,幼虫密度が低下して開花盛期

(4月下旬～5月上旬)における被害程度が減少

する顕著な防除効果があることを明らかにし

た.さらに,蜜源レンゲの遅播き用品種として

は,極早生と早生品種が適していることを明ら

かにした.

2. ミツパチによる花粉媒介

1970年代に入って,養蜂経営に対する情勢

がさらに厳しくなっていくなかで,イチゴ,メ

ロン,スイカ,カボチャなどの施設園芸が普及

してきた.これらの施設園芸では,訪花昆虫が

活動しない冬期に授粉のためミツバチの利用が

行われるようになった.特に, イチゴは1970

年頃から利用が始められ,統計によれば1985

年には県内で2,600戸のイチゴ栽培農家が

5,000群を利用しており, イチゴ栽培の規模拡

大と結実の安定にはミツバチの利用が必須の条

件となった.しかし,ミツバチにとってハウス

内は極めて限られた閉鎖空間であること,加え

て,ハウス内の気象環境および農薬等の影響に

よりミツパテの消耗が激しく,蜂群が衰退して

放飼期間中の群勢の維持ができないという問題

も生じている.このことは放飼効果にも影響し

て養蜂家とイチゴ栽培農家間のトラブルの原因

にもなっている.そこで,1971-1975にイチ

ゴ･メロンハウスでのミツバチの放飼関係試験

を実施して,適正な放飼技術を確立した.

近年,イチゴの新促成栽培において2月から

3月にかけて収穫する第2果房に奇形異が多発

する傾向がみられ,イチゴの品質維持面から問

題になっている.そこで,1995年から農家に

おける2番異の奇形果発生の実態を調査し,併

せて栽培法およびミツバチの訪花活動の両面

が,イチゴの結実に及ぼす影響を検討して,第
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2果房奇形異の原因を明らかにすることにして

いる.また,長期化するイチゴの栽培期間に対

応したミツバチの適正放飼技術を確立するため

の試験研究にも取り組んでいるところである.

果樹栽培では,規模拡大と樹園の団地化が進

められ,その周辺林を含めた広範囲な農薬散布

が実施されている.このため,有益な訪花昆虫

も年々減少して人工授粉が必須作業となってき

た.一方,果樹の開花期間中は摘菅等の管理作

業が集中し,労働力不足のため人工授粉の実施

が困難になり結実率や品質劣化等の問題が生

じ,ミツバチの果樹園への導入が推奨されるよ

うになった.そこで,1981-1985年にナシ及

びカキに対するミツバチの放飼試験を実施して

適正放飼技術を明らかにした.

なお,これらポリネーションに関する一連の

試験は,常に当試験場園芸研究所との共同研究

として実施している.

3.ミツパテの病害虫防除

1970年代の後半から1980年代の前半にか

けて養蜂界に新たに発生した問題は,ミツパテ

幼虫が白色ミイラ化するチョーク病と原因不明

の奇形蜂の多発である.福岡県では,1976年

頃からチョーク病様疾患が散発的に発生した

が,1980年には県下全域にわたって発生した.

また,時期を同じくして廼が萎縮して展開しな

い個体や,腹部等の著しい発育不良がみられる

奇形蜂が発生し,時として蜂群が全滅すること

もあった.このため,1981-1983にチョーク

病の原因菌である真菌の生活環と発生機序につ

いて検討した.また,予防治療法としては,プ

ロピオン酸カルシウムの効果を確認したが,-

チミツへの影響も懸念され今後の課題である.

奇形蜂の発生原因については,農林水産省畜

産試験場によってミツバチへギイタダニとの因

果関係が報告されて一応の結論を見た.ミツバ

チへギイタダニの駆除法については,農薬等に

よる化学的駆除法が中心で,福岡県でも1968

-1970年にフェノチアジン製剤,1983年には

プロモプロピラート製剤の施用効果について検

討を行った.
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4.ミツバチの品種改良

福岡県種畜場に養蜂部門が設置された目的の

ひとつは.優良種蜂の育成と養蜂家への普及で

あった.1950年代にはアメリカのウイリア

ム･ポーリン氏から2度にわたる種蜂の提供

を受け種畜場での種蜂改良が進んだ.1963-

1967年には抗病性 ミツバチの能力比較,コー

ドバン系ミツバチの能力比較等品種改良に関す

る試験が続けられた.

1985年から5ヶ年計画で養蜂経営の安定的

発展と農作物花粉媒介への効率的利用を図るた

め,産卵能力,集ミツ能力,抗病性等に優れた

ハイブリッドミツバチの作出とこれを達成する

ための人工授精技術の開発,さらに優良種蜂を

効率的に普及するため,女王蜂の大量増殖技術

についての試験研究を実施 した.この結果,

1990年に-イブリッドミツバチ ｢ふくおかハ

イクィーン｣を作出した.普及性を考慮して大

量に普及できる王台による配布を行っている

が,養蜂家の評価も高く現在までに約7000個

が普及されている.

5.養蜂担当の移 り変わ り

1940年,新設された福岡県種畜場に養蜂部

門が設置されて初代の担当者は,井上太郎氏で

ある.旧農事試験場勤務で,以前から養蜂知識

のあった井上氏が種畜場勤務となり,当時千葉

市にあった農林省畜産試験場の徳田博士のもと

で 1年間の研修を受けられた.以来30余年養

蜂一筋,種蜂の改良,蜜源問題,飼養管理に関

する技術指導および試験研究に取り組まれ,宿

岡県養蜂の振興に大きく貢献された.現役引退

後は,数群のミツパテを飼育し,山歩きや趣味

の写真撮影などを楽しんでおられた.昨年8月

に体調を崩され入院療養をしておられたが,今

年 1月27日に他界された. ご自宅が試験場の

近所ということもあって,度々立ち寄って貴重

な書籍,文献を頂戴したりご指導をいただくな

ど大変お世話になった.心からご冥福をお祈り

したい.

二代目は,1973年4月から辻川義寿氏が担

当になられた.それまでは,家畜繁殖,特に人

工授精における精液処理に関する試験研究に携

わっておられ,ミツバチとは全く無縁でゼロか

らのスタートであり,ずいぶんご苦労があった

ことと思う.辻川氏が手がけられた研究課題

は,施設ハウスおよび果樹園におけるミツバチ

の放飼技術を中心に蜜源対策,病害虫対策およ

び飼養管理技術と多岐にわたる研究実績をあげ

られた.現在は,郷里の長崎県壱岐郡に帰られ,

ミツバチ十数群を飼育し,海が凪いでいるとき

は釣りを楽しむなど悠々自適の生活を楽しんで

ねられる.時折,ミツバチの能力や飼養管理状

況等について情報をいただき参考になった.壱

岐ではタコゾウムシの被害を見ないということ

で羨ましいかぎりである.

三代目は,1984年から筆者が担当すること

になった.やはりゼロからのスタートであった

が,辻川氏の3か年にわたる協力指導を受けど

うにか試験研究を進めていけるようになった.

主たる研究課題はハイブリッドミツバチの作出

とその周辺技術となる人工授精等,アルファル

ファタコゾウムシ対策,イチゴのポリネーショ

ン関係であった.満足な成果を上げ得ないまま

退職することになりいささか心残りではある

が,ミツバチを担当したことで県内はもとよ

り,全国各地の人々と出会うことができたこと

は大変幸せであった.

四代目として本年4月から,大石登志雄専門

研究員が担当になられた.今までに,肉用牛研

究室と飼料作物研究室の室長を務めてこられた

人材である.養蜂の振興発展のため,新鮮な視

点で試験研究に取り組んでいただくことを願っ

ている.

(〒838-01 福岡県小都市三沢3907)
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